
横浜市立 南台小学校 令和８年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

人権教育
① スマイル活動など異学年との交流、学級や学年での活動を通して、他者を思いやることの大切さに気付くことができるようにする。
② 道徳や特別活動、生活・総合的な活動、社会科などの学習を通して、人やまちとのつながりに目を向けられるようにし、それらを大切にしよ
うとする心の育成を目指す。
③ 日常的なやり取りや研修等を通して、職員の人権意識の向上を図る。担当 児童指導部(人権担当)

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

スマイル＆チャレンジ！みんなつながる南台
　〇自ら課題を見つけて学習に取り組み、考えを深めたり表現したりする力を育てます。（知）
　○感謝の気持ちや思いやりの心をもって、自他を大切にする態度を育てます。（徳）
　○基本的な生活習慣を身に付け、心身ともにたくましく生きる力を育てます。（体）
　○まちとのかかわりを通してそのよさに気付き、進んで地域にかかわったり地域を大切にしたりする態度を育てます。（公）
　○人とのコミュニケーションを通して、視野を広げ、ともに生きていく力を育てます。（開）

　少しずつ、社会や総合などの学習を通して、
校外活動も活発になり、また校内の異学年交
流も活動の幅が広がっている。
　明るく、活発な児童が多いが、個々の人との
関わり方については、様々な場面によって、ど
う対応したらよいかがわからないケースや、
誤った対応をしている児童が多く、トラブルに
つながることが多々見受けられる。その都度、
担任や専任、関わった職員が対応について丁
寧に指導している。友達との関わり方、気持ち
の伝え方に課題がある。
　登校渋りや、不登校の児童も年々増加傾向
にあり、教室に入れず、特別支援教室（学習
ルーム）を利用している児童も複数いる。自分
の居場所づくりを大切にし、自己肯定感、自己
有用感が保てるようにしたい。
　異学年交流については、1年間の活動の終
わりになっても、メンバーの名前を覚えていな
い児童もおり、活動内容の検討が必要であ
る。

　つながりを意識した様々な活動を通して、他者を思いやる心情や自らを大切にする心
情を育てる。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

〇スマイル活動
学年の枠を越えた異学年児童同士のふれあい活動を通して、全校児童の親睦・交流をより深
めるとともに、それぞれの学年の発達段階に応じた心の成長を育む。
上級生の考えたレクを行うことでリーダーシップの高まりや、フォロワーシップ（リーダーを補佐し
ようとする気持ち）の育成を目指す。
　
〇様々な行事等で、児童一人ひとりが、自分にできることを考え、すすんで活動し、役割を果た
すことで、達成感や自己有用感を感じることができるようにする。

〇道徳、特別活動、生活・総合・社会等の学習　を通して、自分たちの住むまちの事を知り、人
やまちのつながりに目を向け、大切にしようとする気持ちを育てる。

〇地域のお祭りや行事に進んで参加することで、地域の中で育つことを実感し、校内だけでな
く、「つながっている」ことを実感できるようにする。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

＜チャレンジできる行動力＞

＜人とつながる力＞

具体化した資質・能力

＜チャレンジ＞課題を見出す力　柔軟な考え方　向上心　やり遂げる力社会の一員であ
るという意識　振り返り（内省）の習慣
＜つながる＞自己を表現する力　向上心　折り合いをつける力  人との関わりに喜びを
感じる気持ち　仲間と協力して課題を達成する力

下
半
期

〇スマイル活動
給食交流を取り入れたり、みんなで楽しむことのできる活動を多く取り入れたりすることで、異学
年交流を深めていく。スマイル活動をリードしてくれた６年生に感謝の気持ちを送ることで、互い
にかかわりあう良さを味わい、次の学年に向けて見通しをもつことができる。

〇大きな行事以外にも、様々な活動を通して活躍の場を広げ自己肯定感を高め、また、友達の
ことも認めることができるようにする。

〇様々な活動を通して、地域の方々との交流を深めていく。特に、総合の学習では、地域の方
への協力も得ながら活動の幅を広げ、自分たちの住む町について考えを深める。

〇人権週間の取り組みを通して、人権の意味について考え、自己また他者を大切にする気持ち
を育てる。

中期取組目標

○一人ひとりの思いを大切にしながら、自らの課題解決に向け、主体的に粘り強く取り組む子どもを育てます。
・１年目は自ら課題を発見し、解決に向け取り組む学習の楽しさを実感できるようにします。
・２年目は課題解決に向け、自らの思いを大切にするとともに、周囲とのつながりやこれまでの学習とのつながりを生かし課題解決に取り組む学習を進めます。
・３年目は課題解決に向け、活動を改善するなど自己調整しながら粘り強く学習に取り組むとともに、新たな課題にチャレンジし学習を深めることができるようにします。
○つながりを意識した様々な活動を通して、人やまちとのかかわりやつながりを大切にしようとする心を育てます。
・３年間を通して、人やまちへの感謝の心、他者を思いやる心情を育てるとともに、かかわりを通して自らのよさに気づき、自らを大切にしようとする心情を育てます。

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

授業改善
① 子ども達が課題解決に向け、自らの思いを大切にするとともに、周囲とのつながりやこれまでの学習とのつながりを生かし課題解決に取り
組む学習へと授業改善を図る。
② 主体的な課題解決学習を目指し、タブレット端末をツールとして進める子どもたちの育成をめざす。
③ 重点研究では、算数科を中心に、育成を目指す資質・能力を明確にし、より深い学びを目指すことに視点をおいた授業づくりに取り組む。

健康教育
①食育タイムや給食指導、体育科・家庭科・特別活動などの学習を通して、自らの健康や安全な生活に関心をもち、自らの生活を
振り返ることができる子どもの育成を目指す。
②だれもが楽しみながら運動に取り組めるよう体育科学習の改善を図るとともに、集会活動、体育的行事の活動を進める。また、
休み時間の外遊びの奨励を図る。担当 学習指導・評価部 担当 学習指導・評価部、安全指導部

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

下
半
期

　学習状況調査などの結果から課題がある項目などを意識して、子どもたちが必要感をもって
学習に取り組むことができるような授業を行う。また、学習時間に繰り返し基礎・基本の問題に
取り組むことによって定着を図る。
　学習の理解を深めるために、自分の課題に合わせて問題を選ぶなど、引き続きタブレット端末
の効果的な活用の仕方を工夫する。
　重点研究では、共同思考の中で考え同士をつなげていくために、既習事項を整理し、本時の
課題を明確にして追究の方向性をしぼっていく。繰り返し使える考え方を提示するなどして、自
分たちで学び合えるような手立てを考えることを中心に研究していく。
　どの教科においても主体的に問題解決に取り組めるような学習活動を行い、自分の考えを
もって学習できるよう学びがつながる支援を行う。

下
半
期

〇運動委員会を中心に、運動月間の提案等、運動に親しむための推進に取り組む。
〇給食委員会を中心に、食事の大切さを学び、栄養バランスを考え、生活に生かすように取り
組む。
〇保健委員会を中心に、学校保健委員会をひらき、上半期の改善点を生かし、健康なからだ作
りをするための取り組みを全校で実践する。
〇タブレット端末を活用し、自主体的・対話的で深い学びにつなげることができるようにする。
〇慣れの運動の統一化、バリエーションを提示し、児童が課題解決のための思考・判断の材料
として活用できるようにする。
〇今年度の体力テストの結果を分析し、今年度の課題を抽出し、課題解決のための授業づくり
をする。

（１）学力に関わる児童の実態
　市学力・学習状況調査によると、令和７年度は、平
均に満たない教科もあるが、全体的に市の平均に近
い結果となった。生活意識や学習意識に関して学年
ごとにみていくと、昨年度より高まっている学年が多
い中、横浜市の平均より数値が低い学年もあった。

（２）これまでの学校の取り組み状況
　重点研究を通じて、算数科で主体的に考え、学び合
える力を育てていけるよう授業改善を図った。系統性
や既習事項を生かした学習や子ども同士が課題を解
決するために考えをつないでいく姿など「つながり」を
大切にすることで子どもたちの学び合いを高めるよう
にした。

　子どもが自ら課題を発見し、解決に向けて、周囲やこれまでの学習とのつながりを生
かしながら、意欲的に学習に取り組むことができるようにする。

⑴健やかな体に関わる児童の実態
〇横浜市学力・学習状況調査の生活意識調査では、
「朝ごはんを毎日食べている」児童の割合が増えてい
る。
〇体力テストの結果から、全体的に市平均より下回っ
た結果になっている。特に、柔軟系の能力が低くなっ
ている。
〇「朝食の有無」「運動時間」は、全体的に市平均に
比べ、上回っている。
〇例年に比べ、「テレビの視聴時間」が長くなっている
一方で、「運動時間」が短くなっている傾向にある。
⑵これまでの学校の取組状況
〇体育科では、年間カリキュラムを見直し、全校とし
て幅広く、運動に触れ、生涯スポーツとして様々な運
動に親しむことを推進している。
〇委員会活動での取り組みや、月1回の食育タイム
や毎日のパクパクだよりなどで食の大切さを伝えてい
る。
〇年2回学校保健委員会を実施し、健康について考
え、共有し、全校で自らの健康に関心をもたせ、振り
返っている。

〇体育的行事などに進んで取り組み、生涯スポーツにつながるように様々な運動に親しむ。
〇子ども一人ひとりが規則正しい生活を送ろうとする姿勢を培う。
〇子どもが主体的に安全に考慮し、運動に親しむ姿勢を養う。

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

　課題のあった算数科の「数学的な考え方」などにおいて、子どもたちが必要感をもって学習に
取り組むことができるような授業を行うことで意欲を高める。また、学習時間に繰り返し基礎・基
本の問題に取り組むことによって定着を図る。
　学習の理解を深めるために、自分の課題に合わせて問題を選ぶなど、引き続きタブレット端末
の効果的な活用の仕方を工夫する。
　重点研究では、共同思考の中で考え同士をつなげていくために、既習事項を整理し、本時の
課題を明確にして追究の方向性をしぼっていく。自分たちで学び合えるような手立てを考えるこ
とを中心に研究していく。
　どの教科においても主体的に問題解決に取り組めるような学習活動を行い、自分の考えを
もって学習できるようにする。

上
半
期

〇給食委員会を中心に、食事の大切さを学び、栄養バランスを考え、生活に生かすように取り
組む。
〇保健委員会を中心に、学校保健委員会を開き、風邪をひかないからだ作りについて全校で考
え、生活習慣について周知、実施する。
〇タブレット端末を活用し、自主体的・対話的で深い学びにつなげることができるようにする。
〇体つくり運動の例を提示し、児童が主体的に生涯スポーツにつながる運動に親しむ機会を提
供する。また、児童の柔軟力の向上につなげられるようにする。


